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（2） aker　30，　g　o，　ktt elsewhere hδd，hai
（3） aぜter　some　specific鷺umara玉S elsewhere φ幽，sohtt
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B none after　aU　the　numera玉s ko，　ci3　i，　kiγO
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































十の位に10を含む数詞 10，110，210，1010，… 十 ÷





























さん 3 （＠） ＠ ＠
よん 4’ ＠ ＠
ご 5 （＠）
ろく 6 （＠）
なな 7’ ＠ ＠
はち 8 （＠）





















（1） （2＞ （3）［＋自己主張型］ ［÷自己主張劉 卜自己主張型］
入 本 分（ふん），足，巻， 時闘，海里，世 位，区，偶，時，度，







いち 1 B B A A B
に 2 B B A A B
さん 3 A C A A B
し 4
一 一 一 一 B　月
よ lo A A枚，番 一 A時閥 B　疇
よん 4’
一
B A A B
ご 5 A A A A B
ろく 6 B B A A B
しち 7 B B A A B
なな 7’ B B A A B
はち 8 B B A A B
く 9 A A番 → A時間 B　月，時
きゅう 9’ B B A A B
じゅう 10 B B A A B
※ B B B A B
　　　　（一は該当する表現がないことを表す。※については2．5．2．5　を参照）
　この表に載せてある助数詞は比較的若い世代の三人についてたまたま一致したものである。これ
以外にA～B型がある。
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［注］
1．アクセント句とアクセント核句の関係にはいろいろな場合がある。
　　アクセント句のほうがアクセント核句よりも小さい場合
　　　　　　ta’be＆’nagara（食べながら）　　　tabe’＆ru＆jo’ri　　（食べるより
　　　　％　　　　　　　　％　　　　　　％　　　　　　　　％
　　　　　＠　　　　　＠　　　　　＠　　　　　　　　＠　　　　　＠　　　　　＠
　　　アクセント句とアクセント核句が等しい場合
　　　　　ta’be＆tor＆a’N　（食べとらん）　　　ni°＆d3　uu＆？i　t∫　i・（二十＿）
　　　　　％　　　　％一％　　　　　　　　　％　　　　　％　　　％
　　　　　＠　　　　　　＠一一＠　　　　　　　　　　　＠　　　　　　　＠　　　　＠
　　　アクセント句のほうがアクセント核句よりも大きい場合
　　　　　　90＆d3　UU＆Pi　ts　i，（五十一一）　　　　　P　osal〈e＆難O’m＆U（お酒飲む）
　　　　　％　　　　％　　％　　　　　　　％　　％　　　％
　　　　　＠　　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　＠
2．金田一（1982：アクセント習得法則29）では，漢語数詞が次のように分類されている。
　　　　イ　ー拍語は頭高型　一　二，（二）　シ’（四）
　　　　　二拍語は尾高型　一　イチ’（一）　ロク’（六）　シチ’（七）　ハチ’（八）
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒャク’　（百）
　　　　口　平板型　　　　　一　サン，（三）
　　　　ハ　古くは平板型だが，新しいアクセントでは頭高型（複合の場合には，もとの平板型を
　　　　　生かしたアクセントになる）一　ゴー〉ゴ’（五）　ク　→　ク’（九）
　　　この分類は岡山方書においても有意義なものである。13，15，19’において＠が入るのは上の
　　分類でロ，ハが「十」に続く場合である。「三年」「五年」「九（く）年」「三人」「五人3「九（く）
　　人」は他の数詞との組合せとは違ったアクセントを示すが，それはロ，ハが「年」r人」に先行
　　している場合である。「枚」「杯」「本」「番」の場合はハが先行する場合が他の数詞が先行する
　　場含とアクセントが異なる。いずれにしても吉いアクセント分類の名残りが岡山方雷において
　　も，様々な形で顔を出しているといえよう。ヨン～ヨ（四），ナナ（七），キュー（九）の場合
　　どうなるかを考えるとさらに複雑になる。詳細は本文を参照。
3．金田一（1982：アクセント習得法則29）では，数詞を次のように分類している。
　　　　単純数詞
結合数詞
1　和語
II　漢語
1　ド十一」から「十九」まで
H　「十」を後部とするもの
III（1）「百」を後部とするもの
ヒトツ，フタツ，　ミッツ，…
一，工，三，…十，酉，千，万，億，…
十一，十二，十三，十四，…十九
二十，三十，四十，…九十
二百，三百，…九百
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接合数詞
　②「百」＋巣純数詞
W　「千」「万」を後部とするもの
1ω
　（2）
I
I
穫
結合数詞十単純数詞の形
接合数詞牽単純数詞の形
　　　　　　　　　結合数詞の二つが接合したもの
　　　　　　　　　接合数詞が更に接合したもの
　　和語を別にすると，一般的に漢字一字で表すことができるのが単純数詞，漢字二字で表すこ
　　とができるのが結合数詞，漢字三字以上で表すことになるのが接合数詞である。
4．平山（1974：898ff）は数詞と助数詞が結合する場合のアクセントを次の11種類に分類して
　いる。
　　　a類原則として，「下がりめ」がない。
　　　b類　「下がりめ」が助数詞の第一音節の後にある。
　　　c類　原則として，「下がりめjが助数詞の第二音節の後にある。
　　　d類　「下がりめ」が助数詞の第三音節の後にある。
　　　e類　「下がりめ」が助数詞の第四音節の後にある。
　　　　f類　和語の数詞に低く続く。
　　　g類原則として，「下がりめ」が助数詞の第一音節の後にある。しかし，叢音・長音には
　　　　　　低く続く。
　　　h類　原則として，ヂ下がりめ」が助数詞の第二音節の後にある。しかし，撲音長音には低
　　　　　　く続く。
　　　　i類助数詞が常に低く続く。しかし，促音・撲音・長音に続くときにはド下がりめ」を
　　　　　　前にずらす。
　　　　j類助数詞が原則として低く続く。しかし，促音に続くときには，「下がりめ」を後ろに
　　　　　　ずらし，’壌音・長音に続くときには「下がりめjを前にずらす。
百一，百二，百三，…酉十
一千，二千，三千，…九千
一万，工万，三万，…九万
四十三，五十一，五酉三，二百一，…
百十一，百五十，千五百，
五百十一，二百五十，三百十一，…
二百五十一，五百六十三，…
　　　k類サン［3j，ヨ［4］，ゴ［5〕，ク［9］に接続する場合は，助数詞が高く平ら
　　　　　　に続く。
　　これらのうちa～e類は［÷自己主張型〕，1類は〔一自己主張翻である。g，　h，1類
　は特殊拍修正が起こるものである。腿出方言にはこのような意味での特殊拍修正は存在しない
　から，g，　h，」類はその他のどれかの類に属することになる。鰯々の助数詞がどの類に属し
　ているかといラ薗から見ると爾山方雷は標準語と必ずしもきれいに対応しない。
5．助数詞を単独で発音すると，時間d3呈ka’N，メー｝・ルmeeto獄，倍bai’以外は頭高になる。
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